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[問題 1]  
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[問題 2]  
水のモル質量 1 1 12 1.01 g mol  16.0 g mol  18.2 g molM − − −= × + =  
物質量 1100 g /18.02 g mol 5.55 moln −= =  
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[問題 3]  
(a) 

1 1 1 1125 kJ mol  310 K 126 J K  mol  85.9 kJ molG H T S − − − −∆ = ∆ − ∆ = − − × − = −  
(b) 0G∆ <  より、自発的変化 
(c) 1 1 1/ 85.9 kJ mol  / 310 K 0.277 kJ K  moltotalS G T − − −∆ = −∆ = =  
 
[問題 4] 
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[問題 5]  
146 oC の融点では、∆ − ∆ = ∆ = 0fus fus fusH T S G なので、 

( )
−

− −∆
∆ = = =

+

1
1 132 kJ mol 76.4 J K  mol

146 273  K
fus

fus
HS

T
 

温度変化による液体状態のエントロピー変化は、 
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固体状態のエントロピー変化は、 
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25 oC における融解エントロピーは、 
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補足： 化合物の融点が 146 oC なのに、同じ圧力での 25 oC での融解を議論する

のは不自然ではないか、との質問があった。至極もっともな質問である。圧力が同じ

で純物質ならば、融点以下の温度では固体のままである。融点以下では、固体相の



ギブスエネルギーが液体相のギブスエネルギーより低いため、固体相が安定であり

液体相への自発的な転移は起きない。つまり、融点以下の温度での液体状態は仮想

的な状態といえる。一方、現実には、このような融点以下であっても液体である状態

がしばしば観測される。このような状態を過冷却状態という。多くの場合、融点以上の

液体状態からそーっと温度を下げていくと、融点以下の温度でも液体である状態を得

ることができる。例えば水の場合には -40 oC ぐらいまでは液体の水を作ることが出

来る。このような過冷却状態は、そーっと作ったギブスエネルギーの高い熱力学的に

不安定な状態であり、衝撃を加えたり固体結晶の核となるような物質を与えると、ギ

ブ ス エ ネ ル ギー のよ り 低い 固 体状 態に 自 発的 に 転移 する 。 例 え ば 、

http://quadpoint.org/articles/supercooling にあるムービーが面白い。ペットボトル

やコップの水を攪拌すると自発的に凍っていくのが見える。 
 
[問題 6]  
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(b) 1 1 18.31 J K  mol  293 K ln0.00027 20.0 kJ molG − − −∆ = × × = −  
 
[問題 7]  
まず、蒸発エンタルピー vapH∆  を求める。 
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1 atm での沸点 
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